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すると、いいにおいに さそわれて、もう一ぴきの ねずみが、あらわれました。
気
き

が よわくて、いつも きんちょうしている ネズミ、ヤセッポチです。
ヤセッポチは、にんげんも ネコも、カラスも イタチも こわくて、びくびく して
ばっかりで、なかなか たべものに ありつけません。だから、すごく やせています。

「おい、きみも、やってみたまえ」
ガツガツは、ヤセッポチに こえを かけました。

「どうせ、ろくなものを たべていないに、きまってますよ」
スキッパーは、つまらなそうに いいました。

「そ、そうだよ、おいらなんてっ」
ヤセッポチは、あわてて こたえました。

「でも、どんなにおいが するか、
かいで みたいわ」チュリナは、ヤセッポチの 
口
くち

に はなを ちかづけました。フトッチュも、
ちょっと おもしろそうだなと おもい、

「そうだな。もしかしたら、いままで おれたちが 
かいだこともない、すごいにおいが するかも
しれないしな〜」と、はなを ちかづけます。

「う、うぐぐぐ」ヤセッポチは、　
きんちょうしてきました。

みんなに ちゅうもくされて、　
ヤセッポチの しんぞうは、ばくはつしそう、

どきどき、どきどき。
口
くち

の中
なか

が、かわきます。
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ぷはーーーーー。
くんくん。

「ひええええ〜〜〜〜〜！」

ヤセッポチの いきを かいだ ネズミたちは、
とびあがりました。
その においといったら、
とんでもないくらい、くさいのです！

「なに、たべたの？！」
みんなは、ヤセッポチに たずねました。
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「な、なんにも……」
小
ちい

さなこえで、ヤセッポチは こたえました。
「うそだろう。こんなに くさい たべものって、なんなんだい？」
ガツガツは、ヤセッポチに せまります。

「だ、だって……」
ヤセッポチは、こまってしまいました。
ほんとうに、きのうから 
なにも たべて いないのです。

「ずるいですよ。おしえてくれても
いいじゃないですかっ」
スキッパーは、ヤセッポチを にらみました。

「ど、どうしよう……」
ヤセッポチは、ひやあせが でてきました。
そして、口

くち
の中

なか
は、さらに からからに かわいてきました。

と、そこへ、つえを ついた 年
とし

よりの　
ネズミが　やってきました。

「みんな、ヤセッポチは、うそなんか　
ついておらぬぞ」
年
とし

よりネズミは、おしえてくれました。

「ストレスや きんちょうがつづくと、
だえきが出

で
にくくなり、

いつも口
くち

の中
なか

が かわくようになる、
それを、ドライマウス というのじゃ。
ドライマウスに なると、むし歯

ば
になりやすく、　口

こうしゅう
臭も　ひどくなる。

ヤセッポチの いきがくさいのは、そのせいじゃろう」
それを きいた ネズミたちは、ヤセッポチのことが、
しんぱいに なってきました。
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ほんとうに、きのうから なにも たべていないなんて。

おわり

「おいっ。おいしい スパゲティー、たべにいこうぜ〜」
フトッチュが、ヤセッポチの 右

みぎて
手を ひっぱりました。

「スパゲティーより、なまのさかなは どうですか？」
スキッパーは、左

ひだりて
手を ひっぱります。

ガツガツとチュリナも、いいました。
「ねばねばなら、まかせてくれよ」
「あら、お花

はな
も いいわよ」

ヤセッポチを かこむ ネズミたちのわに、
年
とし

より ネズミも、くわわります。

「わしは、チーズが たべたい
のう。チュチュチュチュ」

2120


